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衣服の着用快適性は、布地の素材や繊度

(太さ)、組織、密度等に起因します。衣服

を着用した時の布地の伸び具合や風合い、

衣服内の温湿度感などは、布地を試作して

から評価する必要があり、製品開発のボト

ルネックとなっています。 

 試作なしで新たな織物の機能性を予測す

ることを目指し、織物の設計と機能性の関

係を調べました。今年度は、緯糸密度（図

１)と通気性、接触冷感性(q-max)の関係を

調べました。 

 

 

緯糸密度と通気度は負の相関を持ち、高

密度域では通気度の変化が緩やかになるこ

とが分かりました(図２)。織物の組織設計

段階で、布地に作られる空隙を計算するこ

とで通気度を予測できると考えられます。 

緯糸密度と q-max は正の相関が見ら

れ、高密度化によって接触面積が増加した

影響と考えられます(図３)。今後は、緯糸

密度以外の設計要素との影響を調査するた

め、素材や緯糸の繊度を変更して試織し、

通気度や q-max の他に保温性や表面の凹

凸についての測定データを収集して、生地

設計との関係を調査していきます。 
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